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１．2023年３月期第１四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 165,076 12.3 18,224 △9.2 25,442 19.8 21,716 15.8

2022年３月期第１四半期 147,047 59.1 20,069 ― 21,235 ― 18,757 69.8
(注)包括利益 2023年３月期第１四半期 31,433百万円( 51.0％) 2022年３月期第１四半期 20,812百万円( 71.2％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第１四半期 380.19 ―

2022年３月期第１四半期 328.46 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 672,139 274,728 39.3

2022年３月期 637,878 250,048 37.6
(参考) 自己資本 2023年３月期第１四半期 264,402百万円 2022年３月期 239,692百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 ― 0.00 ― 110.00 110.00

2023年３月期 ―

2023年３月期(予想) 0.00 ― 140.00 140.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 360,000 17.9 18,000 △49.6 26,000 △30.8 19,000 △39.4 332.64

通期 725,000 14.5 31,000 △49.0 40,000 △39.4 29,000 △44.3 507.71
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

（注）詳細は、添付資料Ｐ．５「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有
の会計処理の適用」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料Ｐ．10「３．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項
（会計方針の変更）をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期１Ｑ 57,310,077株 2022年３月期 57,310,077株

② 期末自己株式数 2023年３月期１Ｑ 191,237株 2022年３月期 191,237株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期１Ｑ 57,118,840株 2022年３月期１Ｑ 57,105,776株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今

後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。業績予想に関する事項については、添付資料Ｐ．４
「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ
い。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、新型コロナウイルス感染症（以下「COVID-19」という。）の影響

に伴う行動制限の緩和により経済活動の正常化が進み、個人消費や設備投資に持ち直しの動きが見られるものの、

COVID-19の感染再拡大やウクライナ情勢の長期化等が懸念される中、原材料価格やエネルギーコストの上昇の影

響等により、依然として景気の先行きは不透明な状況が続いております。

当社グループを取り巻く環境としては、前年同期に比べ亜鉛・インジウム価格は上昇し、ロジウム価格は下落

しました。また、為替相場は急速に円安が進行しました。

主要製品の販売量は、キャリア付極薄銅箔、水素吸蔵合金の需要は堅調に推移したものの、自動車部品の需要

は低調に推移しました。

このような状況の下、当社グループはパーパスを基軸とした全社ビジョン（2030年のありたい姿）である「マ

テリアルの知恵で“未来”に貢献する、事業創発カンパニー。」を実現するため、2022年を初年度とする３ヵ年

の中期経営計画「22中計」を策定し、本年４月よりスタートしました。

各部門において、「経済的価値」と「社会的価値」を両立した統合思考経営を実践することで、持続的な企業

価値向上の仕組みを構築し、成長し続けるための重点施策に取り組んでおります。

この結果、当第１四半期連結累計期間の当社グループの売上高は、前年同期比180億円（12.3%）増加の1,650億

円となりました。

営業利益は、亜鉛価格の上昇や円安の進行による好転要因があったものの、エネルギーコストの上昇やロジウ

ム価格の下落による影響等により、前年同期比18億円（9.2%）減少の182億円となりました。

経常利益は、営業利益の減少があったものの、為替差損益が47億円改善したこと等により、前年同期比42億円

（19.8%）増加の254億円となりました。

特別損益においては、固定資産除却損1億円等を計上しました。加えて、税金費用及び非支配株主に帰属する四

半期純利益を計上した結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比29億円（15.8%）増加の217億円と

なりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

当第１四半期連結累計期間より、2022年４月１日付の全社的な組織改編に伴い、報告セグメントの区分方法を

変更しております。その内容につきましては、「３．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸

表に関する注記事項」のセグメント情報等に記載のとおりであります。

また、当社の連結子会社である三井金属アクト株式会社にて会計方針の変更を実施しております。その内容に

つきましては、「３．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項」の会計方

針の変更に記載のとおりであります。

① 機能材料セグメント

キャリア付極薄銅箔や水素吸蔵合金の販売量が増加したことから、当部門の売上高は前年同期比30億円

（9.2%）増加の366億円となりました。

経常利益は、主要製品の販売量が増加したことに加え、為替差損益が改善したこと等から、前年同期比12億円

（15.4%）増加の91億円となりました。

② 金属セグメント

亜鉛のＬＭＥ（ロンドン金属取引所）価格が上昇したこと等から、当部門の売上高は前年同期比91億円

（16.8%）増加の636億円となりました。

経常利益は、エネルギーコストの上昇による減益要因があったものの、亜鉛のＬＭＥ価格上昇や円安の影響に

加え、持分法による投資損益が好転したこと等から、前年同期比14億円（12.2%）増加の129億円となりました。
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③ モビリティセグメント

中国におけるCOVID-19の影響に伴う経済活動の抑制の影響等により、自動車部品の販売量が減少したこと等か

ら、当部門の売上高は前年同期比8億円（1.7%）減少の498億円となりました。

経常利益は、為替差損益の改善による好転要因があったものの、自動車部品の販売量が減少したことに加え、

排ガス浄化触媒の主要原料であるロジウム価格の下落による影響等により、前年同期比24億円（53.2%）減少の21

億円となりました。

④ その他の事業セグメント

亜鉛のＬＭＥ価格上昇や円安の影響等により、当部門の売上高は前年同期比65億円（27.5%）増加の302億円と

なりました。

経常利益は、持分法による投資損益が悪化したこと等から、前年同期比0億円（16.1%）減少の3億円となりまし

た。

主要な品目等の生産実績及び受注状況の当連結会計年度の推移は、次のとおりであります。

セグメント 品目 単位
第1 第2 第3 第4

累計
四半期 四半期 四半期 四半期

機能材料 銅箔 生産量 千t 5 ― ― ― 5

金属
亜鉛 生産量 千t 54 ― ― ― 54

鉛 生産量 千t 17 ― ― ― 17

モビリティ 自動車部品 生産金額 億円 167 ― ― ― 167

　* 亜鉛：共同製錬については当社シェア分

（２）財政状態に関する説明

〔資産、負債及び純資産の状況〕

資産合計は、棚卸資産330億円等の増加により、前連結会計年度末に比べ342億円増加の6,721億円となりまし

た。

負債合計は、引当金29億円等の減少があったものの、長・短借入金及びコマーシャル・ペーパー残高134億円等

の増加により、前連結会計年度末に比べ95億円増加の3,974億円となりました。

純資産合計は、親会社株主に帰属する四半期純利益217億円、為替換算調整勘定72億円、繰延ヘッジ損益20億円

等の増加に加え、剰余金の配当62億円等の減少があり、前連結会計年度末に比べ246億円増加の2,747億円となり

ました。この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ1.7ポイント上昇の39.3%となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期第２四半期連結累計期間（2022年4月１日～2022年9月30日）及び通期（2022年４月１日～2023年

３月31日）の業績予想につきましては、当第１四半期実績と第２四半期以降の事業環境等の変動要因を勘案の上、

見直しております。

（金額：百万円）

　 　 2022年９月

第２四半期

累計期間

(今回予想)

2022年９月

第２四半期

累計期間

(前回予想)

増減 増減率

（％）

　

　 　

売上高

機能材料 70,000 77,000 △7,000 △9.1

金属 143,000 138,000 5,000 3.6

モビリティ 126,000 129,000 △3,000 △2.3

その他の事業 55,000 53,000 2,000 3.8

消去又は全社 △34,000 △37,000 3,000 ―

合 計 360,000 360,000 ― ―

営業利益 18,000 25,500 △7,500 △29.4

経常利益

機能材料 14,000 14,500 △500 △3.4

金属 9,000 13,500 △4,500 △33.3

モビリティ 4,200 2,200 2,000 90.9

関連 0 0 ― ―

消去又は全社 △1,200 △4,200 3,000 ―

合 計 26,000 26,000 ― ―

親会社株主に帰属する当期純利益 19,000 19,000 ― ―

（金額：百万円）

　 　
2023年３月

通期

(今回予想)

2023年３月

通期

(前回予想)

増減 増減率

（％）

　

　 　

売上高

機能材料 146,000 153,000 △7,000 △4.6

金属 275,000 269,000 6,000 2.2

モビリティ 257,000 257,000 ― ―

その他の事業 117,000 118,000 △1,000 △0.8

消去又は全社 △70,000 △72,000 2,000 ―

合 計 725,000 725,000 ― ―

営業利益 31,000 39,000 △8,000 △20.5

経常利益

機能材料 27,000 27,000 ― ―

金属 10,000 14,500 △4,500 △31.0

モビリティ 7,500 5,000 2,500 50.0

関連 1,000 2,500 △1,500 △60.0

消去又は全社 △5,500 △9,000 3,500 ―

合 計 40,000 40,000 ― ―

親会社株主に帰属する当期純利益 29,000 29,000 ― ―
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４～６月
実績

４～９月
上期見込

10～３月
下期見込

今回予想
年間見込

Ａ

前回予想
年間見込み

Ｂ

増減
Ａ－Ｂ

為替（円/ＵＳ＄） 130 132 135 134 120 14

亜鉛ＬＭＥ（＄/ｔ） 3,925 3,512 3,100 3,306 3,700 △394

鉛ＬＭＥ（＄/ｔ） 2,203 2,102 2,000 2,051 2,300 △249

銅ＬＭＥ（￠/lb） 432 391 350 371 426 △56

銅ＬＭＥ（＄/ｔ） 9,526 8,621 7,716 8,169 9,400 △1,231

インジウム（＄/ｋｇ） 268 265 270 267 270 △3

パラジウム（円/g） 8,993 9,096 9,200 9,148 8,900 248

ロジウム（円/g） 69,541 67,270 65,000 66,135 68,000 △1,865

※業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき算出したものであり、今後様々な要因

により実際の業績が記載の予想数値と異なる場合があります。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

当社及び国内連結子会社の税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

て計算する方法によっております。

（３）追加情報

（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

当社及び一部の国内連結子会社は、当第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移

行しております。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グル

ープ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号 2021年８月12日。以

下「実務対応報告第42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対

応報告第42号の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。

（会計上の見積りを行う上でのCOVID-19の影響）

前連結会計年度の有価証券報告書に記載したCOVID-19の今後の広がり方や収束時期等を含む仮定について重要

な変更はありません。
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３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 29,615 29,686

受取手形、売掛金及び契約資産 122,227 123,407

商品及び製品 63,379 74,219

仕掛品 39,983 44,929

原材料及び貯蔵品 74,112 91,349

その他 29,988 26,480

貸倒引当金 △263 △238

流動資産合計 359,045 389,834

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 203,320 206,087

減価償却累計額 △138,651 △141,184

建物及び構築物（純額） 64,669 64,902

機械装置及び運搬具 497,955 508,674

減価償却累計額 △418,704 △430,410

機械装置及び運搬具（純額） 79,251 78,264

鉱業用地 367 372

減価償却累計額 △279 △284

鉱業用地（純額） 88 88

土地 31,303 31,433

建設仮勘定 10,269 11,249

その他 65,140 67,673

減価償却累計額 △53,597 △55,815

その他（純額） 11,542 11,858

有形固定資産合計 197,124 197,796

無形固定資産 9,137 8,602

投資その他の資産

投資有価証券 55,931 58,950

長期貸付金 412 582

退職給付に係る資産 7,577 7,759

繰延税金資産 5,702 5,837

その他 3,061 2,940

貸倒引当金 △114 △163

投資その他の資産合計 72,571 75,906

固定資産合計 278,832 282,305

資産合計 637,878 672,139
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 61,073 61,221

短期借入金 76,605 83,455

コマーシャル・ペーパー 18,000 25,000

1年内償還予定の社債 10,000 10,000

未払法人税等 5,265 5,424

引当金 7,340 4,475

その他 45,514 43,092

流動負債合計 223,800 232,669

固定負債

社債 40,000 40,000

長期借入金 80,495 80,086

繰延税金負債 5,666 5,357

引当金 2,217 2,147

退職給付に係る負債 27,331 27,625

資産除去債務 4,320 3,942

その他 3,997 5,581

固定負債合計 164,029 164,741

負債合計 387,829 397,411

純資産の部

株主資本

資本金 42,149 42,149

資本剰余金 18,701 18,701

利益剰余金 180,851 196,284

自己株式 △626 △626

株主資本合計 241,075 256,508

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,512 2,697

繰延ヘッジ損益 △11,641 △9,556

為替換算調整勘定 6,924 14,134

退職給付に係る調整累計額 821 618

その他の包括利益累計額合計 △1,383 7,893

非支配株主持分 10,356 10,325

純資産合計 250,048 274,728

負債純資産合計 637,878 672,139
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

売上高 147,047 165,076

売上原価 112,042 130,911

売上総利益 35,005 34,164

販売費及び一般管理費 14,936 15,940

営業利益 20,069 18,224

営業外収益

受取利息 22 33

受取配当金 891 1,148

不動産賃貸料 122 124

為替差益 ― 4,665

持分法による投資利益 907 1,757

その他 226 391

営業外収益合計 2,169 8,121

営業外費用

支払利息 451 447

為替差損 119 ―

その他 432 455

営業外費用合計 1,003 903

経常利益 21,235 25,442

特別利益

固定資産売却益 31 34

投資有価証券売却益 249 25

受取保険金 132 ―

関係会社清算益 ― 71

その他 6 13

特別利益合計 420 144

特別損失

固定資産売却損 6 72

固定資産除却損 201 150

その他 215 61

特別損失合計 422 284

税金等調整前四半期純利益 21,233 25,303

法人税、住民税及び事業税 2,882 3,321

法人税等調整額 △690 92

法人税等合計 2,192 3,413

四半期純利益 19,040 21,889

非支配株主に帰属する四半期純利益 283 173

親会社株主に帰属する四半期純利益 18,757 21,716
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純利益 19,040 21,889

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 412 186

繰延ヘッジ損益 △138 △258

為替換算調整勘定 301 7,504

退職給付に係る調整額 △68 △203

持分法適用会社に対する持分相当額 1,264 2,315

その他の包括利益合計 1,771 9,544

四半期包括利益 20,812 31,433

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 20,451 30,993

非支配株主に係る四半期包括利益 360 440
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

１．時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたっ

て適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

２．棚卸資産の評価方法の変更

当社の連結子会社である三井金属アクト株式会社において、従来、棚卸資産の評価方法については、先入先出

法による原価法を採用しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より、移動平均法による原価法に変更して

おります。

この評価方法の変更は、基幹システムの変更を契機に、評価方法を見直したことに伴うものであります。な

お、この変更による影響額は軽微であるため、遡及適用は行っておりません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年６月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注２）

機能材料 金属 モビリティ
その他の
事業

計

売上高

外部顧客への
売上高

31,681 44,864 49,435 17,893 143,874 3,173 147,047

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

1,860 9,622 1,252 5,794 18,528 △18,528 ―

計 33,541 54,486 50,687 23,687 162,403 △15,355 147,047

セグメント利益 7,919 11,577 4,601 433 24,531 △3,296 21,235

(注) １．外部顧客への売上高の調整額は、主に在外子会社の売上高の本邦通貨への換算処理における差額（予算作成

時において想定した為替相場と期中平均為替相場との差）であります。セグメント利益の調整額には、各報告

セグメントに配分していない全社費用△1,952百万円、棚卸資産の調整額△1,825百万円が含まれております。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び試験研究費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年６月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注２）

機能材料 金属 モビリティ
その他の
事業

計

売上高

外部顧客への
売上高

34,583 52,222 48,799 24,061 159,666 5,409 165,076

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

2,050 11,435 1,044 6,150 20,680 △20,680 ―

計 36,633 63,657 49,843 30,212 180,346 △15,270 165,076

セグメント利益 9,135 12,989 2,152 363 24,641 801 25,442

(注) １．外部顧客への売上高の調整額は、主に在外子会社の売上高の本邦通貨への換算処理における差額（予算作成

時において想定した為替相場と期中平均為替相場との差）であります。セグメント利益の調整額には、各報告

セグメントに配分していない全社費用△1,618百万円、棚卸資産の調整額627百万円、固定資産の調整額182百

万円、為替差益1,357百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費

及び試験研究費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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　２．報告セグメントの変更等に関する事項

当社は、2022年４月１日付の全社的な組織改編に伴い、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントを従来

の「機能材料」「金属」「自動車部品」「関連」から、「機能材料」「金属」「モビリティ」「その他の事業」に

変更しております。

　変更後の各報告セグメントの主要製品は以下のとおりであります。

報告セグメント 主要製品等

機能材料

銅箔（キャリア付極薄銅箔、プリント配線板用電解銅箔等）
電池材料（水素吸蔵合金等）
機能粉（電子材料用金属粉、酸化タンタル等）
スパッタリングターゲット（ITO等）
セラミックス製品

金属 亜鉛、鉛、銅、金、銀、資源リサイクル

モビリティ
排ガス浄化触媒
自動車用ドアロック
ダイカスト製品、粉末冶金製品

その他の事業 伸銅品、パーライト製品、各種プラントエンジニアリング

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載し

ております。

　


